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ユートピア活動推進館
５月落慶 !!

ハワイ

グアム

オーストラリア

フ
ィ
リ
ピ
ン

約3300人をこれらの地域に
ローテーション派遣

在沖縄海兵隊
約1万8000人

約4700人を移転

米軍が日本から退いていく！

在沖縄海兵隊移転見直し計画

普
天
間
飛
行
場
移
設
の
見
通
し
が
立

た
な
い
な
か
、
米
国
は
２
０
０
６
年
の

日
米
合
意
で
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
さ

れ
た
「
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古

移
設
」
と
「
在
沖
縄
海
兵
隊
の
グ
ア
ム

移
転
」
を
切
り
離
し
、
先
行
し
て
海
兵

隊
の
一
部
を
グ
ア
ム
等
に
先
行
移
転
す

る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
分
散
配
置
に
は
、
軍
事
的
に
台

頭
す
る
中
国
へ
の
包
囲
網
を
築
く
狙
い

が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
懸
念

さ
れ
る
の
が
、
日
本
周
辺
で
の
米
軍
の

抑
止
力
低
下
で
す
。

第
二
次
大
戦
後
、
日
本
は
国
防
を

米
国
任
せ
に
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
現
在
、
米
国
は
財
政
赤
字
解
消
の

た
め
に
軍
事
費
の
大
幅
削
減
を
迫
ら

れ
て
お
り
、
近
い
将
来
、
在
日
米
軍

撤
退
が
現
実
化
し
な
い
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
オ
バ
マ
政
権
下
、
米
国
が
「
世

界
の
警
察
」
と
し
て
の
役
割
を
徐
々

に
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

11
月
６
日
の
米
大
統
領
選
挙
に
向

け
て
、
民
主
党
の
オ
バ
マ
大
統
領
と

対た
い

峙じ

す
る
共
和
党
の
候
補
者
選
び
が

本
格
化
す
る
な
か
、
大
川
隆
法
党
名

誉
総
裁
に
よ
り
有
力
候
補
の
守
護
霊

の
公
開
霊
言
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
本
心
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ト
・
ギ
ン
グ
リ
ッ
チ
氏
の
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 研修局長
1962年、東京都生まれ。東京大学法学部卒業後、日本電
信電話株式会社（ＮＴＴ）、神奈川県（財政課）勤務を経て、
90年、宗教法人幸福の科学に入局。指導研修局長、専務
理事などを歴任。

５月、国会議事堂や首相官邸に程近い東
京・赤坂に「ユートピア活動推進館」が落慶
します。同館は、宗教立国実現に向けた政
治活動の中核を担うのみならず、精舎機能
を併せ持ち、さまざまな研修、祈願を行う
予定です。詳しくは次号でお知らせします。

「赤坂の『ユートピア活動推進館』
で開催される各種研修を主に担当
いたします。幸福維新の志士輩出
のために頑張ります」

「
道
州
制
」が
招
く

外
交
・
安
全
保
障
危
機

２
月
８
日
、日
米
両
政
府
は

在
日
米
軍
再
編
計
画
の

見
直
し
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。

在
沖
縄
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転
に
よ
り

日
本
周
辺
で
の
抑
止
力
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
な
か

日
本
が
採
る
べ
き
国
防
政
策
と
は

―
。

日
米
同
盟
が

破
棄
さ
れ
る
!?

就任後初めて沖縄を訪問し
た野田佳彦首相は仲井真弘
多知事と会談。野田首相が
普天間飛行場の辺野古移設
に理解を求めたものの、仲
井真知事の民主党政権への
不信感は根強く、会談は平
行線に終わった。（2 月 27
日、沖縄県庁）

守
護
霊
に
限
っ
て
は
、「
私
は
『
強
い

ア
メ
リ
カ
精
神
の
象
徴
』。
中
国
の
軍

拡
と
野
望
を
阻
止
す
る
」
と
語
る
も
の

の
、
ミ
ッ
ト
・
ロ
ム
ニ
ー
氏
の
守
護
霊

は
、「
米
国
は
中
国
と
友
好
関
係
を
結

び
、
軍
事
予
算
を
削
減
す
る
。
我
々
は

も
う
『
世
界
の
警
察
』
で
は
な
い
」
と
し
、

ま
た
、
リ
ッ
ク
・
サ
ン
ト
ラ
ム
氏
の
守

護
霊
は
、「
沖
縄
の
米
軍
駐
留
に
反
対

す
る
日
本
を
守
る
必
要
は
な
い
。
近
い

将
来
、
日
本
は
中
国
に
吸
収
さ
れ
る
だ

ろ
う
」
と
、
衝
撃
の
ア
ジ
ア
戦
略
を
語

り
ま
し
た
（
注
）。

米
国
の
財
政
赤
字
を
理
由
に
、
日
米

同
盟
が
破
棄
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き

て
い
る
の
で
す
。
日
本
は
自
主
防
衛
を

強
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
大
川
隆
法
著
『
ネ
ク
ス
ト
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』、　『
ネ

ク
ス
ト
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
Ⅱ
』（
幸
福
実
現
党
刊
）
参
照

そ
う
し
た
外
交

危
機
が
迫
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
国
内
で

は
「
道
州
制
」
や
「
地
域
主
権
」
を
目

指
す
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
住
民
に
身
近
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
ま
で
国
が
口
を
さ
し
は
さ
む
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
道
州
制
や

地
域
主
権
の
も
と
で
は
、
地
方
政
府
の

暴
走
に
よ
っ
て
国
家
レ
ベ
ル
の
外
交
・

安
全
保
障
政
策
が
遂
行
で
き
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

そ
も
そ
も
、
普
天
間
移
設
問
題
が
暗

礁
に
乗
り
上
げ
、
日
米
同
盟
の
弱
体
化

を
招
い
た
の
も
、
地
域
主
権
を
掲
げ
る

民
主
党
政
権
が
地
元
の
意
向
に
お
も
ね

る
あ
ま
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
す
。

日
米
同
盟
を
堅
持
し
つ
つ
、
日
本
は

主
権
国
家
と
し
て
国
際
法
上
認
め
ら
れ

る
自
衛
権
を
強
化
し
、
実
効
性
あ
る
抑

止
力
を
整
備
す
る
―
―
。
東
ア
ジ
ア
が

中
国
や
北
朝
鮮
の
軍
事
的
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
る
今
、
幸
福
実
現
党
の
国
防
政
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

自分の国は自分で守る

米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）
写真：Hiroyuki Ozawa/ アフロ

写真：読売新聞 / アフロ
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ネクスト・プレジデントネクスト・プレジデント
ニュート・ギングリッチへのスピリチュアル・インタヴュー 守護霊インタヴュー ミット・ロムニー vs. リック・サントラム

中国の軍拡と野望を阻止するアジア戦略が明らかになる。

「私は強いアメリカを復活させる！」

ネクスト・プレジデントⅡネクスト・プレジデントⅡ

明らかになった、米大統領選候補者たちの衝撃のアジア戦略！

もはや、アメリカは日本を守ってはくれない

緊急発刊！

全国書店で絶賛発売中！ 発行 幸福実現党
定価 1,365 円（税込） 定価 1,575 円（税込）
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私
は
、
幸
福
実
現
党
の
言
っ
て
い

る
こ
と
は
常
々
も
っ
と
も
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
新
・
日
本
国
憲
法
試
案
」

を
読
ん
で
、「
な
る
ほ
ど
な
」
と
思

う
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
ま
し
た
。

大
統
領
制
導
入
に
賛
成

第
三
条
、
第
四
条
で
は
「
大
統
領

制
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、

我
々
は
議
会
制
民
主
主
義
体
制
下
に

い
ま
す
。
で
も
、
ご
存
じ
の
通
り
、

議
会
は
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
。
議
員

は
部
分
利
益
の
代
表
者
で
、
落
選
し

な
い
で
地
位
を
続
け
る
こ
と
が
目
的

化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、「
行
政
は
、
国
民
投
票

に
よ
る
大
統
領
制
に
よ
り
執
行
さ
れ

る
」
と
な
れ
ば
、
民
主
的
正
統
性
を

持
っ
て
迅
速
に
決
定
し
、
責
任
か
ら

逃
げ
な
い
政
府
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

総
理
大
臣
よ
り
石
原
都
知
事
の
ほ

う
が
男
ら
し
く
仕
事
を
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
の
も
、
都
民
か
ら
直
接

選
ば
れ
る
こ
と
で
、
民
主
的
正
統
性

を
持
つ
か
ら
な
ん
で
す
。
議
員
の
互

選
で
は
な
い
た
め
、
余
計
な
気
兼
ね

を
し
な
く
て
済
む
の
で
す
。

全
国
か
ら
選
ば
れ
た
た
っ
た
一
人

の
大
統
領
以
外
に
、「
俺
は
日
本
の

主
だ
」
と
言
え
る
人
は
い
ま
せ
ん
。

「
国
家
防
衛
の
最
高
責
任
者
」
で
も

あ
る
の
は
当
然
の
話
で
す
ね
。

私
は
経
験
論
か
ら
、
大
統
領
制
に

舵か
じ

を
切
れ
な
か
っ
た
。
今
日
か
ら
宗

旨
替
え
し
ま
す
。

日
本

 
再
建

シ
リ
ー
ズ

10

大
川
隆
法
党
名
誉
総
裁
が
発
表
し
た「
新・日
本
国
憲
法
試
案
」を

党
政
策
部
会
で
憲
法
学
の
第
一
人
者

慶
應
義
塾
大
学
の
小
林
節
教
授
が
読
み
解
い
た
。

次
期
衆
院
選
の
争
点
に「
道
州
制
」が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
折

国
家
統
治
の
あ
り
方
や
地
域
主
権
へ
の
言
及
を

抜
粋
し
て
掲
載
す
る
。

最
高
裁
長
官
の

新
た
な
役
割
に
期
待

第
五
条
で
は
、
と
て
も
大
事
な
こ

と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
警
察
と
い

う
の
は
、
国
内
の
敵
、
要
す
る
に
犯

罪
と
戦
う
も
の
で
す
ね
。
軍
隊
と
い

う
の
は
、
外
敵
が
国
を
襲
っ
た
と
き
、

そ
れ
と
戦
う
。

沖
縄
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末

期
に
日
本
国
内
で
唯
一
戦
場
に
な
っ

た
と
き
、「
軍
隊
が
国
民
を
守
っ
て

く
れ
な
か
っ
た
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
が
た
め
に
軍
隊
嫌
い
、

日
本
嫌
い
、
ア
メ
リ
カ
嫌
い
に
な
る

の
は
思
考
停
止
で
す
。
こ
れ
は
と
て

も
困
っ
た
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
の
国
で
あ
っ
て
も
、
ど
の
時
代

で
あ
っ
て
も
、
武
力
を
持
っ
て
迫
っ

て
く
る
敵
の
相
手
を
す
る
の
が
軍
隊

の
仕
事
で
す
。
国
民
個
人
が
「
兵
隊

さ
ん
、
助
け
て
」
と
言
っ
て
も
、「
邪

魔
だ
、
引
っ
込
ん
で
ろ
」
と
な
る
の

は
当
た
り
前
の
話
な
ん
で
す
。

第
七
条
、
こ
れ
も
な
か
な
か
「
目

か
ら
鱗う

ろ
こ

」
で
す
ね
。
最
高
裁
が
政
治

的
な
組
織
で
あ
る
こ
と
を
あ
る
程
度

認
め
て
、「
大
統
領
令
と
国
会
に
よ

る
法
律
が
矛
盾
し
た
場
合
は
、
最
高

裁
長
官
が
こ
れ
を
仲
介
す
る
」
と
し

て
、
政
治
的
な
調
整
を
さ
せ
る
。
こ

れ
は
す
ご
く
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
仲
を
取
っ
て
ま
と
め
て
あ
げ

る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
は
「
仲
介
」

で
は
な
く
て
、「
仲
裁
」
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
主
権
」
は

国
を
滅
ぼ
す

第
十
一
条
に
は
「
小
さ
な
政
府
、

安
い
税
金
」
と
あ
り
ま
す
が
、
法
律

レ
ベ
ル
だ
と
い
つ
で
も
裏
切
ら
れ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
憲
法
な
ら
最
高

法
で
す
か
ら
誰
も
抵
抗
で
き
な
い
。

第
十
三
条
、
こ
れ
も
と
て
も
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
民
主
党
政
権
は
、

こ
ん
な
小
さ
な
国
に
「
地
域
主
権
」

だ
な
ん
て
、
ふ
ざ
け
る
な
、
と
。
江

戸
時
代
、
日
本
は
三
百
い
く
つ
も
の

藩
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
人
間
が
わ
ら
じ
を
履
い
て
歩
い
て

い
た
時
代
の
話
で
す
よ
。
ま
し
て
や

交
通
手
段
、
通
信
が
発
達
し
て
い
る

今
、
日
本
は
ま
す
ま
す
狭
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
時
代
に
分
割
し
て

ど
う
す
る
の
か
。

主
権
と
い
う
の
は
国
家
に
た
っ
た

一
つ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
地
方
自
治
を

尊
重
は
す
る
ん
で
す
。
で
も
「
独
立

政
府
だ
」
な
ん
て
言
っ
た
ら
、
こ
の

国
は
あ
っ
と
い
う
間
に
潰
れ
ま
す
。

大
川
先
生
は
か
な
り
大
胆
で
す
け

れ
ど
も
、
本
質
を
つ
い
て
い
ま
す
。

今
後
、
私
も
こ
の
線
で
議
論
す
る
と

思
い
ま
す
。

（全2回）

憲
法
守
っ
て
国
滅
ぶ
②

大
川
隆
法

「
新
・
日
本
国
憲
法
試
案
」�
２
０
０
９
年
６
月
15
日

前
文 

わ
れ
ら
日
本
国
国
民
は
、
神
仏
の
心
を
心
と
し
、
日
本
と
地
球
す
べ
て

の
平
和
と
発
展
・
繁
栄
を
目
指
し
、
神
の
子
、
仏
の
子
と
し
て
の
本
質
を
人

間
の
尊
厳
の
根
拠
と
定
め
、
こ
こ
に
新
・
日
本
国
憲
法
を
制
定
す
る
。

第
一
条　

国
民
は
、
和
を
以
っ
て
尊
し
と
な
し
、
争
う
こ
と
な
き
を
旨
と
せ
よ
。

ま
た
、
世
界
平
和
実
現
の
た
め
、
積
極
的
に
そ
の
建
設
に
努
力
せ
よ
。

第
二
条　

信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対
し
て
も
こ
れ
を
保
障
す
る
。

第
三
条　

行
政
は
、
国
民
投
票
に
よ
る
大
統
領
制
に
よ
り
執
行
さ
れ
る
。
大

統
領
の
選
出
法
及
び
任
期
は
、
法
律
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。

第
四
条　

大
統
領
は
国
家
の
元
首
で
あ
り
、
国
家
防
衛
の
最
高
責
任
者
で
も

あ
る
。
大
統
領
は
大
臣
を
任
免
で
き
る
。

第
五
条　

国
民
の
生
命
・
安
全
・
財
産
を
護
る
た
め
、
陸
軍
・
海
軍
・
空
軍

よ
り
な
る
防
衛
軍
を
組
織
す
る
。
ま
た
、
国
内
の
治
安
は
警
察
が

こ
れ
に
あ
た
る
。

第
六
条　

大
統
領
令
以
外
の
法
律
は
、
国
民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
国
会
議
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
国
会
が
制
定
す
る
。
国
家
の
定
員
及
び
任

期
、
構
成
は
、
法
律
に
委
ね
ら
れ
る
。

第
七
条　

大
統
領
令
と
国
会
に
よ
る
法
律
が
矛
盾
し
た
場
合
は
、
最
高
裁
長

官
が
こ
れ
を
仲
介
す
る
。
二
週
間
以
内
に
結
論
が
出
な
い
場
合
は
、

大
統
領
令
が
優
先
す
る
。

第
八
条　

裁
判
所
は
三
審
制
に
よ
り
成
立
す
る
が
、
最
高
裁
長
官
は
、
法
律

の
専
門
知
識
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
、
徳
望
の
あ
る
者
を
国
民
が

選
出
す
る
。

第
九
条　

公
務
員
は
能
力
に
応
じ
て
登
用
し
、
実
績
に
応
じ
て
そ
の
報
酬
を

定
め
る
。
公
務
員
は
、
国
家
を
支
え
る
使
命
を
有
し
、
国
民
へ
の

奉
仕
を
そ
の
旨
と
す
る
。

第
十
条 

国
民
に
は
機
会
の
平
等
と
、
法
律
に
反
し
な
い
範
囲
で
の
あ
ら
ゆ

る
自
由
を
保
障
す
る
。

第
十
一
条 

国
家
は
常
に
、
小
さ
な
政
府
、
安
い
税
金
を
目
指
し
、
国
民
の
政

治
参
加
の
自
由
を
保
障
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
二
条 

マ
ス
コ
ミ
は
そ
の
権
力
を
濫
用
し
て
は
な
ら
ず
、
常
に
良
心
と
国

民
に
対
し
て
、
責
任
を
負
う
。

第
十
三
条 

地
方
自
治
は
尊
重
す
る
が
、国
家
へ
の
責
務
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
四
条 

天
皇
制
そ
の
他
の
文
化
的
伝
統
は
尊
重
す
る
。
し
か
し
、そ
の
権
能
、

及
び
内
容
は
、
行
政
、
立
法
、
司
法
の
三
権
の
独
立
を
そ
こ
な
わ

な
い
範
囲
で
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。

第
十
五
条 

本
憲
法
に
よ
り
、
旧
憲
法
を
廃
止
す
る
。
本
憲
法
は
大
統
領
の
同

意
の
も
と
、
国
家
の
総
議
員
の
過
半
数
以
上
の
提
案
を
経
て
、
国

民
投
票
で
改
正
さ
れ
る
。

第
十
六
条 

本
憲
法
に
規
定
な
き
こ
と
は
、
大
統
領
令
も
し
く
は
、
国
会
に
よ

る
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。
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